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新継 予算額
事 業 名 事 業 概 要 担 当 者

の別 (千円)

太陽電池周辺技術(1) 新規 ヨーロッパで有害物質使用を禁止するRoHS指令 永 岡 昭 二 250
－鉛フリー＆ウイスカ が発令されたことにより、家電製品では鉛はんだ 永 田 正 典
ーフリーめっき技術の の使用ができなくなり、電子部品製造関連のめっ
構築－ き業界でははんだめっきの鉛フリー化が進んでい
（Ｈ１９） るが、めっき皮膜表面でのウイスカー発生が問題

となっている。
そこで、本研究ではウイスカー発生の防止を目

的とした、鉛フリーすずめっき技術の確立をめざ
す。
(共同研究機関：熊本大学(伊原研)、九州ノゲデ
ン(株)、研究協力機関:熊本大学(谷口研)、富士
電気システムズ(株)、熊防メタル(株))

科学研究費補助金基盤 継続 カラーリング光触媒ハイブリッド球状粒子を開 永 岡 昭 二 3,500
研究（Ｂ）－三原色光 発し、悪臭及び有害物を除去できる新しい塗料材 永 田 正 典
触媒／カーボン複合マ 料として、車搭載用への応用を検討する。
イクロビーズの開発と （研究協力機関：熊本大学工学部物質生命化学科
環境保全色材への応用 、㈱九州イノアック、㈱西井塗料産業）
－
（Ｈ１７～Ｈ１９）

地域コンソーシアム研 継続 キトサンやセルロースを主原料とする微粒子型 永 岡 昭 二 3,000
究開発事業（他府省連 洗浄剤を開発し、精密機械表面の研磨・洗浄や創 永 田 正 典
携枠） 傷医療分野における洗浄・被覆材としての応用を 齋 田 佳菜子*
「精密機械表面から人 図る。 松 田 茂 樹*
体の洗浄に適する微粒 （共同研究機関：熊本大学工学部物質生命化学科
子洗浄材の開発」 、西日本長瀬㈱、第一製網㈱、リバテープ製
（Ｈ１８～Ｈ１９） 薬㈱） *微生物応用部

（研究協力機関：産業技術総合研究所、積水化学
㈱、東レ㈱、大東化成工業㈱、京都大学）

地域コンソーシアム研 継続 当センターで開発した無機膜支持体に、緻密・ 納 嵜 克 也 3,074
究開発事業（省エネル 機能性膜を形成させた無機膜を作製して食器洗浄
ギー枠） 機に適用し、洗浄排水のリサイクルシステムを開
「無機ナノ多孔質ろ過 発する。
膜による高効率廃水リ (共同研究機関：平田機工㈱、日本調理機㈱、産
サイクルシステムの開 業技術総合研究所、( )造水促進センター)財
発」 (研究協力機関：上田陶石( ))合
（Ｈ１８～Ｈ１９）

九州知事会共同研究 新規 天草低火度石や陶磁器廃棄物を活用し、従来よ 松 尾 英 信 420
「天草陶石を活用した り低温焼成による製品化を目指す。また、脱臭・ 永 田 正 典
環境対応型次世代陶磁 抗菌性を付加させた製品への応用を図る。
器の開発」 （共同研究機関：佐賀県窯業技術センター、長崎
（Ｈ１９～Ｈ２０） 県窯業技術センター）

（研究協力機関：天草陶石鉱業協同組合）

６ 競争的資金等への新規公募

新継 予算額
事 業 名 事 業 概 要 担 当 者

の別 (千円)

新規 １ 地域資源活用型研究開発事業 10,000新規提案公募型事業
・地域資源を活用した健康補助食品の開発 微生物応用部
・陶磁器製造技術を活用した機能性食器・照 材料開発部
明具の研究開発

２ 戦略的基盤技術高度化支援事業
・ＣＡＥによる機械部品の構造解析 生産技術部

３ 科学研究費補助金
・ハイブリッド金型による高機能高付加価値 生産技術部
成形品の開発 各部

４ その他






























